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2020 年 1 月 22 日 

 
当院の診療で得られた試料・情報を利用して下記の研究を実施いたします。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、情報を研究目的に利用されることを希望されない

方は、下記の問合せ先にご連絡下さい。患者さまの情報を利用または他機関へ提供しないようにい

たします。ただし、お申し出いただいた時にすでに研究結果が論文などで公表されていた場合には、

完全に廃棄できないことがあります。 

また、情報の利用を希望されない場合でも、今後の治療などに影響することはありません。この

研究に関してご質問等ございましたら下記連絡先までご連絡ください。 

この調査研究は JCHO群馬中央病院倫理審査委員会で審査され、病院長の承認を受けて行われます。 

 

①研究計画名 
「CDI新規発生率を指標として感染管理室専従２名で行った 

標準予防策・経路別対策における職員教育の検討」 

②研究責任者 氏名 井川沙希子 所属 JCHO群馬中央病院 感染管理室 

③研究の目的・意義 

目的：2012 年から感染防止対策加算が算定され感染対策の強化を行ってき

た。特に感染防止対策加算で課せられている職員研修について、標準予防

策・経路別対策の体験研修を５年間にわたり計画的に行い、CDI

（Clostridium difficile Infection クロストリジウム・ディフィシル感染症）

新規発生率を指標として検討を行いその効果を判定する。 

意義：感染対策における研修は、施設によってさまざまであるが、研修の

実施体制やその後の感染率を観察した研究は MRSA（メチシリン耐性黄色

ブドウ球菌）感染症のみで CDI はみられず、A 病院で実施した研修の取り

組みを観察し、CDI 感染症発生率および MRSA 感染症発生率の変化と今後

の感染対策研修評価に示唆を得る。 

④研究期間 倫理審査承認後～2020年 03月 31日 

⑤対象となる患者さま 

2012年 04月 01日～2018年 03月 31日の期間に入院した患者さまの数

と、その間にクロストリジウム・ディフィシル感染症とメチシリン耐性

黄色ブドウ球菌感染症を発症した患者さま。 

⑥利用する情報 

感染対策研修の実施内容、各年度研修テーマ、実施方法、各職種における

参加人数、各職種の在籍人数、研修の感想や意見、評価 専従2名による実

施体制 各研修内容の意図  

各月のCDI新規発生件数（トキシン検査と培養検査どちらかでCDトキシン陽

性となった患者数）・MRSA感染症新規発生件数、各月における病院病棟別

延べ入院患者数。MRSA感染症の月ごとの新規発生件数。 

感染管理委員会で報告される各月の CDI発生率、MRSA感染症発生数 

⑦利用する者の範囲 
上記の試料・情報は、群馬中央病院にて研究代表者、研究責任者、研究

分担者が利用し、高崎健康福祉大学で取りまとめと解析を行います。 

ＪＣＨＯ群馬中央病院で診療を受けられる皆さま
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⑧情報の管理 

使用する情報は、個人が特定されないよう匿名化を行い、個人情報の匿 

名化、情報の保管に関しては安野朝子が責任を持って厳重に管理いた 

します。  

また、研究の成果は学会や科学専門誌などの発表に使用される場合があ

りますが、その際にも個人を特定することのできる情報が公表されるこ

とはありません。 

⑨研究対象者、又はその

代理人の方からの相談

等への対応窓口 

対応者氏名 安野朝子 所属 
高崎健康福祉大学 

保健医療学部看護学科 

ＴＥＬ 027-352-1291（代表）内線 230 

  

 


